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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期連結累計期間（平成30年４月１日～平成30年６月30日）におけるわが国経済は、企業収益や雇用環

境の改善などを背景に、景気は緩やかな回復基調で推移しましたが、貿易摩擦激化懸念など世界経済の不確実性に

加え、消費者の節約志向は依然根強く個人消費は力強さに欠け、経済環境の先行きは不透明な状況が続いておりま

す。

ドラッグストア業界におきましては、同業他社による積極的な出店や価格競争に加え、他業種からの参入やＭ＆

Ａも増加し、更に厳しい経営環境が続いております。

このような状況のもと、当社グループは、引き続き、「安心・信頼・便利の提供」をキーワードに、お客様のニ

ーズにお応えする質の高い出店やサービスレベルの向上、プライベートブランド商品の開発、新業態の開発、店舗

改装など積極的に取り組み、活性化を図ってまいりました。

当第１四半期連結累計期間の当社グループ全体の出店などの状況は、11店舗を新規出店し、１店舗のスクラップ

＆ビルドを実施いたしました。また、29店舗で改装を行い、５店舗を閉店し活性化を図りました。

以上の結果、当第１四半期連結会計期間末の当社グループ全体の店舗数は、ドラッグストア事業865店舗（直営店

661店舗、㈱星光堂薬局65店舗、㈱サンドラッグプラス56店舗、㈱サンドラッグファーマシーズ23店舗、フランチャ

イズ店60店舗）、ディスカウントストア事業260店舗（ダイレックス㈱260店舗）の合計1,125店舗となりました。

当第１四半期連結累計期間の業績は、売上高1,455億21百万円（前年同期比5.4％増）、営業利益88億75百万円

（同0.3％増）、経常利益90億61百万円（同0.7％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益61億34百万円（同2.0％

増）となり、増収・増益となりました。

セグメント業績等の概要は次のとおりであります。

＜ドラッグストア事業＞

ドラッグストア事業は、天候不順による影響や殺虫剤などの夏物季節商材が低調に推移しましたが、インバウン

ド需要の対応及び店舗改装を積極的に実施いたしました。また、マーチャンダイジングの改善などによる売上総利

益の向上を図り、販売促進の一層の改善・効率化を実施するなど引き続き経費の削減に努めました。

なお、ドラッグストア事業の出店などの状況は、８店舗を新規出店し、１店舗のスクラップ＆ビルドと18店舗を

改装したほか、４店舗の閉店を実施し活性化を図りました。

以上の結果、ドラッグストア事業の売上高は1,030億48百万円（前年同期比4.2％増）、営業利益は67億14百万円

（同1.0％減）となり、増収・減益となりました。

＜ディスカウントストア事業＞

ディスカウントストア事業は、天候不順による影響や夏物季節商材が低調に推移しましたが、医薬品の更なる販

売強化や積極的な店舗改装にも一層注力いたしました。また、医薬品等の販売強化による売上総利益の改善ととも

に、業務の合理化・効率化を図るなど引き続き経費の削減に努めました。

なお、ディスカウントストア事業の出店などの状況は、３店舗を新規出店し、11店舗の改装、１店舗（建替えに

よる）の閉店を実施し活性化を図りました。

以上の結果、ディスカウントストア事業の売上高は515億94百万円（前年同期比8.3％増）、営業利益は21億59百

万円（同4.3％増）となり、増収・増益となりました。
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（２）財政状態に関する説明

当第１四半期連結会計期間末における資産合計は、前連結会計年度末に比べ22億45百万円減少し、2,443億74百

万円となりました。主な要因は、現金及び預金の減少等によるものであります。

負債合計は、前連結会計年度末に比べ45億56百万円減少し、872億34百万円となりました。主な要因は、未払法

人税等の減少等によるものであります。

純資産合計は、前連結会計年度末に比べ23億11百万円増加し、1,571億40百万円となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

平成30年５月11日に公表しました業績予想に変更ありません。

（注）業績の見通しにつきましては、当社が現時点で合理的と判断する一定の前提に基づいており、実際の業績

は見通しと大きく異なることがあります。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成30年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成30年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 60,487 59,620

売掛金 9,646 9,003

商品 65,342 65,473

原材料及び貯蔵品 39 39

その他 15,362 13,708

貸倒引当金 △12 △11

流動資産合計 150,866 147,833

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 36,091 36,634

その他（純額） 19,516 19,457

有形固定資産合計 55,607 56,091

無形固定資産

のれん 211 182

その他 4,529 4,532

無形固定資産合計 4,740 4,714

投資その他の資産

敷金及び保証金 20,630 20,779

その他 14,979 15,161

貸倒引当金 △206 △206

投資その他の資産合計 35,404 35,734

固定資産合計 95,752 96,540

資産合計 246,619 244,374
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成30年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成30年６月30日)

負債の部

流動負債

買掛金 59,095 58,829

未払法人税等 7,293 3,216

役員賞与引当金 - 30

ポイント引当金 3,297 3,288

その他 15,708 15,492

流動負債合計 85,395 80,857

固定負債

退職給付に係る負債 1,023 1,044

資産除去債務 3,161 3,225

その他 2,210 2,107

固定負債合計 6,395 6,377

負債合計 91,790 87,234

純資産の部

株主資本

資本金 3,931 3,931

資本剰余金 7,409 7,409

利益剰余金 175,191 152,927

自己株式 △28,545 △4,004

株主資本合計 157,986 160,263

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 98 117

土地再評価差額金 △3,260 △3,260

退職給付に係る調整累計額 △84 △72

その他の包括利益累計額合計 △3,246 △3,216

新株予約権 88 92

純資産合計 154,828 157,140

負債純資産合計 246,619 244,374
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日
　至 平成30年６月30日)

売上高 138,012 145,521

売上原価 104,002 109,457

売上総利益 34,010 36,063

販売費及び一般管理費 25,158 27,188

営業利益 8,851 8,875

営業外収益

受取利息 31 31

受取配当金 3 3

固定資産受贈益 94 116

その他 17 37

営業外収益合計 148 189

営業外費用

支払利息 2 2

その他 0 0

営業外費用合計 2 2

経常利益 8,997 9,061

特別利益

固定資産売却益 - 0

その他 - 0

特別利益合計 - 0

特別損失

固定資産除却損 67 9

賃貸借契約解約損 - 12

減損損失 37 -

その他 12 -

特別損失合計 117 22

税金等調整前四半期純利益 8,879 9,040

法人税等 2,864 2,905

四半期純利益 6,015 6,134

非支配株主に帰属する四半期純利益 - -

親会社株主に帰属する四半期純利益 6,015 6,134
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四半期連結包括利益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日
　至 平成30年６月30日)

四半期純利益 6,015 6,134

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △0 18

退職給付に係る調整額 △29 11

その他の包括利益合計 △30 30

四半期包括利益 5,984 6,164

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 5,984 6,164

非支配株主に係る四半期包括利益 - -
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

当社は、平成30年５月11日開催の取締役会決議に基づき、平成30年６月29日付で、自己株式15,000,000株の消

却を実施いたしました。この結果、当第１四半期連結累計期間において、利益剰余金及び自己株式が245億41百

万円それぞれ減少し、当第１四半期連結会計期間末において利益剰余金が1,529億27百万円、自己株式が40億４

百万円となっております。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

（税金費用の計算）

税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

なお、法人税等調整額は法人税等に含めて表示しております。

（追加情報）

（「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」等の適用）

「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号 平成30年２月16日）等を当第１四半期

連結会計期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示し、繰延税金負債は固定

負債の区分に表示しております。
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（セグメント情報等）

　Ⅰ 前第１四半期連結累計期間（自 平成29年４月１日 至 平成29年６月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結損益
計算書計上額

(注)２
ドラッグストア

事業
ディスカウント
ストア事業

計

売上高

外部顧客への売上高 90,367 47,645 138,012 － 138,012

セグメント間の内部売上高
又は振替高

8,483 5 8,489 △8,489 －

計 98,850 47,651 146,502 △8,489 138,012

セグメント利益 6,783 2,070 8,853 △1 8,851

(注)１．セグメント利益の調整額は、全額セグメント間取引消去によるものであります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　Ⅱ 当第１四半期連結累計期間（自 平成30年４月１日 至 平成30年６月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結損益
計算書計上額

(注)２
ドラッグストア

事業
ディスカウント
ストア事業

計

売上高

外部顧客への売上高 93,932 51,588 145,521 － 145,521

セグメント間の内部売上高
又は振替高

9,115 5 9,121 △9,121 －

計 103,048 51,594 154,642 △9,121 145,521

セグメント利益 6,714 2,159 8,874 0 8,875

(注)１．セグメント利益の調整額は、全額セグメント間取引消去によるものであります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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